




















要約:国府台病院児童思春期精神科を受診した子どものおよそ 40%は主訴の一つとして身

体症状を持っていた。1991 年(平成 3 年)の新患のうち身体症状を持っている者 115 名で

見ると、思春期群の比率が身体症状のなかったものより有意に高いという結果を得た

(P<0.005)。身体症状の内容を見ると、「狭義の心身症」と考えられる身体疾患はその中心

的な障害ではなく、より「不定愁訴」的な身体症状が中心になっていることがわかった。

また、身体症状を持っているものの 71%は二つ以上の身体症状を持っていた。身体症状を

持っていたものの診断を見ると、「狭義の心身症」とできるものは大目にとっても 11%ほ

どであり、他の大半は「過剰不安障害」などの神経症的な障害であった。また、身体症状

と登校拒否の関連は大きく、登校拒否において身体症状は登校拒否の出現という山場に至

る内的葛藤の高まりを示すように、登校拒否開始以前から開始時点までに出現がほぼ限定

され、登校拒否開始時に大きなピークを示すという出現時期のパターンを示していた。


